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■核兵器禁止条約 50ヵ国・地域が批准
■全国×長崎 青少年ピースフォーラム  オンラインでの開催
■米国×日本 高校生らによるオンラインセミナー
■私たちデビューしました！
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■TOPICS！（長崎市社会福祉協議会から表彰　ほか）
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長崎市役所前に設置された、核兵器禁止条約発効までのカウントダウンボード点灯式
（写真提供：長崎市広報広聴課）



　

10
月
24
日
（
日
本
時
間
25
日
）、
ホ

ン
ジ
ュ
ラ
ス
が
批
准
書
を
国
連
へ
寄
託

し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
核
兵
器
禁
止

条
約
の
批
准
数
が
発
効
に
必
要
な
50
ヵ

国
・
地
域
に
達
し
ま
し
た
。
90
日
後
の

令
和
３
年
１
月
22
日
に
発
効
し
ま
す
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
平
成
29
年

７
月
７
日
に
１
２
２
ヵ
国
・
地
域
の
賛

成
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
条
約

の
前
文
に
は
、
被
爆
者
や
核
実
験
に
よ

る
被
曝
者
が
受
け
た
「
容
認
し
が
た
い

苦
し
み
及
び
害
」
に
留
意
す
る
と
明

記
さ
れ
、
核
兵
器
の
開
発
や
実
験
、
保

有
、
使
用
、
さ
ら
に
核
兵
器
に
よ
る
威

嚇
、
他
国
の
核
兵
器
を
自
国
に
配
備
す

る
こ
と
な
ど
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
史

上
初
め
て
の
国
際
条
約
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
全
て
の
国
・
地
域
に
対
し

て
条
約
批
准
な
ど
を
求
め
る
署
名
活

動
を
行
っ
て
き
た
被
爆
者
た
ち
は
、
平

和
公
園
で
集
会
を
開
き
、
喜
び
の
声
を

上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
崎
市
役
所
前
に
は
発
効

ま
で
の
日
数
を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
す
る

ボ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
、
長
崎
市
長
ら

に
よ
っ
て
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
崎
原
爆
資
料
館
の
入
り
口
に
は
横

断
幕
が
掲
げ
ら
れ
、
館
内
に
は
発
効

日
を
広
報
す
る
電
子
掲
示
板
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
政
府
は
こ
の
条
約
に
参
加
し
て

お
ら
ず
、
長
崎
市
長
や
被
爆
者
ら
は
署

名
・
批
准
を
求
め
て
い
ま
す
。

右：カウントダウンボード点灯式（写真提供：長崎市広報広聴課）
左上：発効決定を喜ぶ被爆者らによる集会の様子　左下：原爆資料館に設置された横断幕

核兵器禁止条約　50ヵ国・地域が批准
令和3（2021）年1月22日の発効へ

ガイアナ共和国　タイ王国　バチカン市国　メキシコ合衆国
キューバ共和国　パレスチナ　ベネズエラ・ボリバル共和国
パラオ共和国　オーストリア共和国　ベトナム社会主義共和国
コスタリカ共和国　ニカラグア共和国　ウルグアイ東方共和国
ニュージーランド　クック諸島　ガンビア共和国　サモア独立国
サンマリノ共和国　バヌアツ共和国　セントルシア
エルサルバドル共和国　南アフリカ共和国　パナマ共和国
セントビンセント及びグレナディーン諸島　ボリビア多民族国
カザフスタン共和国　エクアドル共和国　バングラデシュ人民共和国　キリバス共和国　ラオス人民民主共和国　
モルディブ共和国　トリニダード・トバゴ共和国　ドミニカ国　アンティグア・バーブーダ　パラグアイ共和国　ナミビア共和国　
ベリーズ　レソト王国　フィジー共和国　ボツワナ共和国　アイルランド　ナイジェリア連邦共和国　ニウエ　
セントクリストファー・ネービス　マルタ共和国　マレーシア　ツバル　ジャマイカ　ナウル共和国　ホンジュラス共和国

【核兵器禁止条約　批准国・地域（批准・加盟日順）】
※令和2年12月4日現在
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11
月
28
日
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
青
少
年
ピ

ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
8
月
８・９
日
に
全
国
か
ら
中
高
生

ら
が
長
崎
市
に
集
ま
り
、
原
爆
等
に
つ
い

て
学
ぶ
「
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
時
期
を
変
更

し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
長
崎
市
の
青
少
年
ピ
ー
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
他
、
千
葉
県
浦
安
市
、
東
京

都
港
区
な
ど
６
自
治
体
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
加
し
ま
し
た
。
継
承
部
会
長
・
池
田
道

明
氏
の
被
爆
体
験
講
話
、
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
原
爆
・
現
代
の
核
問
題
等

に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
平
和
」
に
関
す

る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
平
和
と
は
ど
う
い

う
状
態
だ
と
思
う
か
」、「
そ
の
た
め
に
は

何
を
す
べ
き
か
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
目
指
す
「
平
和
」
な
状
態
に
つ
い
て

　

９
月
20
日
、
米
国
と
日
本
を
結
ん
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

青
少
年
平
和
交
流
事
業
（
ハ
ワ
イ
へ
の
高
校
生
派

遣
）
の
代
替
事
業
と
し
て
の
実
施
で
、
長
崎
の
高
校

生
、
米
国
か
ら
ス
ー
ザ
ン
・
サ
ザ
ー
ド
さ
ん
、
高
校

生
が
参
加
し
、
築
城
昭
平
さ
ん
の
被
爆
体
験
講
話
や

サ
ザ
ー
ド
さ
ん
の
著
書
「
ナ
ガ
サ
キ
―
核
戦
争
後
の

人
生
」
な
ど
を
基
に
「
被
爆
体
験
か
ら
学
ぶ
平
和
」

と
題
し
た
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ツ
ナ
ガ
平
和
研
究
所
と

米
国
の
大
学
生
ら
と
の
交
流
会
で
は
、
真
珠
湾
攻
撃

の
体
験
者
が
そ
の
体
験
を
話
し
、
活
発
に
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
築
城
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
復

活
す
る
力
を
感
じ
た
」、「
海
外
の
人
と
会
話
す
る

こ
と
は
大
事
だ
」
な
ど
の
他
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に

よ
り
「
小
さ
な
町
だ
が
こ
う
や
っ
て
繋
が
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。
今
後
も
対
話
を
続
け
た
い
」
と

の
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

米国×日本
高校生らによる
オンラインセミナー

全国×長崎
青少年ピース
フォーラム
オンライン
での開催

は
、「
空
腹
の
時
間
が
な
く
、
安
心
し
て

眠
れ
る
」、「
や
り
た
い
こ
と
が
自
由
に

で
き
る
」
を
は
じ
め
、
教
育
・
政
治
・
身

近
な
生
活
で
の
幸
福
感
な
ど
様
々
な
意

見
が
出
ま
し
た
。
そ
の「
平
和
」を
守
る
・

実
現
す
る
た
め
に
は
、「
選
挙
に
参
加
し

政
治
に
関
心
を
持
つ
」、「
S
D
G
s
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
達
成
を
目
指

す
」
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

進
行
役
を
務
め
た
青
少
年
ピ
ー
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
、「
対
面
で
話
せ
ず
寂
し

い
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
の
メ
リ
ッ

ト
も
感
じ
た
」、「
準
備
等
が
例
年
と
異
な

り
、
不
安
も
多
か
っ
た
。
来
年
は
長
崎
で

会
い
た
い
」、「
自
分
の
考
え
と
違
う
人
も

多
く
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
意
見
を
吸
収

し
た
い
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

例
年
と
は
違
っ
た
形
で
の
開
催
で
し
た

が
、「
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
の
声

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
長
崎

市
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
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私たち しました！デ ビ ュ ー

継承部会員
橋本　富太郎さん

　

被
爆
75
周
年
、
希
望
の
光
が

差
し
込
ん
で
来
た
こ
の
年
に
、

初
め
て
の
被
爆
体
験
講
話
を
行

い
ま
し
た
。

　

切
っ
掛
け
は
実
に
単
純
、「
橋

本
さ
ん
、
被
爆
者
で
し
ょ
う
。
体

験
講
話
を
始
め
ま
せ
ん
か
」
と
推

進
協
会
の
事
務
局
長
さ
ん
か
ら
、

一
昨
年
の
冬
に
、
声
が
掛
か
っ
た

こ
と
。「
話
せ
る
記
憶
は
無
か
で

す
も
ん
」
と
応
じ
た
が
、「
ご
両

親
も
被
爆
者
で
し
ょ
う
。
聴
い
た

こ
と
を
話
し
て
下
さ
い
」
と
説
得

さ
れ
、
深
く
考
え
る
こ
と
な
く
、

引
き
受
け
ま
し
た
。

　

私
は
１
歳
11
ケ
月
で
被
爆
。

記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
親
が

記
し
た
体
験
記
と
身
体
に
刻
ま

れ
た
病
の
連
鎖
と
、
山
里
小
学

校
の
卒
業
生
と
し
て
の
体
験
を

中
心
と
し
、
現
下
の
核
を
取
り

巻
く
状
況
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
本
年
は
核
兵
器
禁
止

条
約
が
大
き
く
動
き
出
し
、
世

界
の
意
思
が
禁
止
に
向
き
ま
し

た
。
化
学
兵
器
禁
止
、
地
雷
禁

止
と
同
様
に
進
ん
で
い
け
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
動
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

学
ん
で
進
ん
で
行
動
す
る
。
国

は
、
戦
争
・
原
爆
に
学
び
、
国

民
の
苦
し
み
と
不
安
を
払
拭
し

て
欲
し
い
。
日
本
が
世
界
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

私
は
、
強
い
決
意
が
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
崎
で
生
ま

れ
、
育
っ
た
街
が
背
負
っ
た
事
実

を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【継承部会とは？】
被爆者が自らの被爆体験
や平和への思いを「被爆
体験講話」として、平和
学習に取り組む方々にお
話しします。

当協会では、多くのボランティアの方々が活動してくださっています。
新しく活動を始めた方に、なぜ活動してみようと思ったのか、聞いてみました。

【平和案内人とは？】
原爆資料館や追悼平和祈念
館、周辺の被爆建造物等を
案内します。第1期生は平成
17年4月、第7期生は令和
2年9月に活動開始。

平和案内人 第 7 期生

桝屋　玲子さん
ますや　　　 りょうこ

　

子
供
の
頃
に
来
た
原
爆
資
料
館

は
と
て
も
恐
ろ
し
い
場
所
で
、
ま

た
行
こ
う
と
思
う
場
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
平
和
活
動

と
い
う
と
、
毎
年
８
月
９
日
11
時

２
分
に
サ
イ
レ
ン
と
同
時
に
黙
祷

す
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
平
和
案
内
を
し
よ

う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
N
Y

旅
行
で
国
連
を
訪
れ
た
時
、
長
崎

に
住
ん
で
い
る
の
に
何
も
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
人
ガ
イ
ド
の
方
に
長

崎
で
被
爆
し
た
聖
ア
グ
ネ
ス
像
を

紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
、
こ
の
ガ
イ

ド
の
方
が
原
爆
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
き
、
ず
っ
と
「
長
崎
・
広
島
」

と
、
長
崎
を
先
に
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
て
、
普
段
な
ん
と
な
く
、
広
島
・

長
崎
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
、

気
に
な
っ
て
た
ず
ね
る
と
、「
長

崎
が
最
後
の
被
爆
地
だ
か
ら
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
私
に
出
来
る
こ
と

を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
決
心

し
、
平
和
案
内
人
育
成
講
座
を

受
講
し
て
、
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
戦
争
や
原
爆
の
本
当

の
恐
ろ
し
さ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

先
輩
方
の
よ
う
に
言
葉
の
重
み
も

違
う
け
ど
、
今
後
も
勉
強
し
な
が

ら
、「
微
力
だ
け
ど
無
力
じ
ゃ
な

い
」
と
信
じ
て
多
く
の
人
へ
平
和

の
尊
さ
を
伝
え
る
お
手
伝
い
が
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

4PEACE WING NAGASAKI 



【家族・交流証言者とは？】
被爆体験の継承者として、被爆
者から直接被爆体験を聞き取り、
その体験や平和への思いを語り
継ぎます。

家族・交流証言者

上妻　裕子さん
こうづま　　　ゆうこ

　今後証言を伝えていく上で二つ
のことを主に大事にしたい。
　一つは原稿について、これは当
時の情報を多く集め、更新してい
くことにあたる。二つ目は人の感
情に寄り添うこと、これは被爆者
の想いを汲み取った表現や聞き手
の表情を見ながら講話していくこ
とにあたる。
　これらを大事にすれば、より聞
き手も原爆の事により興味を持っ
てもらえると考えたからだ。
　被爆者の方々の減少で、原爆当
時の記憶の風化問題はよく取り上
げられる。その甲斐あって後継者
は増えつつある。だが、単に原爆
の歴史と証言を伝えていくだけで
は聞き手には事実しか伝わらない
と考える。
　だから、後継者の一人として、
私はこれからも原爆のことや大切
さを学ぶ姿勢を常に持ちたい。そ
のうえで上の二つのことを実行し、
聞き手の一人でも多く、戦争や原
爆についてより深く考えるきっか
けを提供出来たら、と思う。今思
っている以外にも、今後様々な場
で講話していく中で見直すことは
あるだろう。その度に見直し、よ
り良い講話を行いたい。

青少年ピースボランティア
谷口　史弥さん

【ピースボランティアとは？】
15 〜 30歳の若者が原爆・戦争
や平和について学ぶグループで
す。8月の青少年ピースフォー
ラムではホストを務めます。

　原爆投下から75年が経過した現
在でも、祖父母が原爆手帳を手に通
院する姿を見た時、原爆の問題は終
わっていないのだと強く感じます。
私が参加した主な活動は、平和祈念
式典のサポート、国際平和デーオン
ラインイベントでの通訳、ハワイ大
学との合同セッション、オンライン
ピースフォーラムや九州大学での
原爆展の企画・運営です。
　今年は新型コロナの影響で、被
爆者の方々による被爆体験講話の
機会が激減しました。しかし、被
爆者の方々は、過去を思い出す辛
さをそっと押し殺し、私たち若い
世代のためオンラインで被爆体験
を語ってくださいました。感謝と
尊敬の気持ちでいっぱいです。私
は、それを国内外の多くの方に知
ってほしいという一心で活動に参
加しました。
　私たちに出来ることは、過去の
事実を語り継ぎ、二度と同じこと
を繰り返さないこと。私は就職を
機に九州を離れます。「核のない世
の中にせんば」という祖父母の言
葉を思い出し、長崎で見たこと・
感じたこと・学んだことを発信し
続け、「平和」実現に向けて多くの
人の行動に影響を与えたいです。

　小学生の頃から、平和教育を身近
に受け、被爆者の講話なども聴く機
会がありました。8月9日を迎えるた
びに、私にも何か出来ないかとずっ
と思っていました。
　長崎新聞に2期生募集の記事が載
ったのを機に、永遠の会に入り半年
の研修。平和祈念館のこと、黒本、
派遣のことなど知らなかったことも多
く、毎回が勉強でした。朗読の練習
も先生方のご指導で基本的なことか
ら学び、1期生からもアドバイスを貰
って定期朗読会にも参加できました。
みんなで頑張り、達成感を得ること
ができました。
　そして常駐の場で、 初めて来館
者に朗読を聴いてもらった時はドキド
キしましたが、来館者も真剣に聴い
て下さり、心を込めて伝えられたと
思います。
　常駐当番も回を重ねるごとに、落
ち着いて読むことが出来てきました。
　今はコロナ禍で、いろいろ制約が
あり、私達の活動もなかなか思うよう
にできない状態です。
　それでも、 被爆者が書かれた体
験文の朗読を、一人でも多くの方に
聴いていただき、これからもずっと
平和を願う思いを伝えていきたいと
思います。

【永遠の会とは？】
被爆体験記等を朗読することで、
被爆の実相や平和への願いを伝え
ます。第1期生は平成26年度、
第2期生は令和元年度に活動開始。

被爆体験を語り継ぐ
永遠の会　第 2 期生
濵崎　利津子さん
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被
爆
75
周
年
事
業
の一
環
と
し
て
、
継
承

部
会
員
（
被
爆
者
）
に
よ
る
証
言
ビ
デ
オ

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
被
爆
体
験
を
聞
き
取
っ
た

映
像
は
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
部
会

員
自
ら
が
被
爆
し
た
場
所
や
当
時
の
自
宅

周
辺
な
ど
を
訪
れ
、
被
爆
前
の
生
活
や
被

爆
直
後
の
様
子
、
家
族
の
話
、
被
爆
後
の
暮

ら
し
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
場
で
語
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
映
像
は
、
今
後
、
継
承
部
会
員
に
よ

る
被
爆
体
験
講
話
が
急
遽
実
施
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
の
代
替
案
と
し
て
活
用
す
る
予

定
で
す
。
被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

ど
の
よ
う
に
被
爆
体
験
を
継
承
し
て
い
く
か
、

こ
れ
か
ら
も
方
法
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

被爆75周年事業
被爆者証言ビデオ

　

11
月
1
日
、
継
承
部
会
・
継
承
交
流
班

主
催
の
「
被
爆
体
験
の
深
化
講
座
―
強
制

疎
開
の
お
話
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
自
宅

や
そ
の
周
辺
が
建
物
疎
開
地
域
と
な
っ
た

三
瀬
清
一
朗
さ
ん
、
田
川
博
康
さ
ん
が
、

少
し
ず
つ
変
化
し
た
町
の
様
子
や
、
当
時

の
状
況
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
参
加

者
か
ら
は
、
建
物
を
取
り
壊
す
作
業
に
参

加
し
た
体
験
談
や
、
転
居
先
と
し
て
城
山

地
区
を
紹
介
し
た
結
果
、
児
童
を
亡
く
し

た
こ
と
を
後
悔
し
続
け
た
姉
の
思
い
出
が

語
ら
れ
た
他
、
強
制
疎
開
に
対
す
る
政
府

の
保
証
や
転
居
先
の
住
居
の
紹
介
な
ど
に
つ

い
て
、
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

次
回
は
2
月
13
日
、「
空
襲
と
防
空
壕
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

第5回 被爆体験の深化講座
「強制疎開のお話」

　

10
月
24
日
、
原
爆
資
料
館
階
段
下
広
場
で

「
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
た
め
、
戦
時
食
や
綿
菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
中
止
し
、
被
爆
写
真
展

示
の
他
、
I
n
s
t
a
g
r
a
m
企
画
紹
介

や
県
外
原
爆
展
の
解
説
等
の
動
画
上
映
な
ど
、

展
示
企
画
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
協
会
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
市
民
大
行

進
宣
言
」
の
提
示
や
協
会
S
N
S
の
Q
R

コ
ー
ド
登
録
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
提
供
な
ど
、

初
め
て
の
試
み
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
継

承
部
会
な
ど
４
部
会
の
企
画
参
加
が
な
く
、

例
年
よ
り
は
参
加
者
も
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

皆
さ
ん
の
平
和
へ
の
思
い
を
感
じ
ら
れ
る一
日

と
な
り
ま
し
た
。

国連軍縮週間（10月24日～ 30日）
市民のつどい

　

１１
月
２９
日
、
被
爆
者
で
料
理
研
究
家
の
脇

山
順
子
氏
に
よ
る
研
修
会
「
被
爆
体
験
と

戦
時
中
の
食
生
活
に
つ
い
て
」
を
実
施
し
、

家
族
・
交
流
証
言
者
の
他
、
平
和
案
内
人
、

市
民
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

脇
山
氏
は
、「
野
菜
は
色
や
味
が
今
と
は

違
う
」
「
雑
炊
の
米
は
数
粒
程
度
で
、
大
事

に
噛
ん
で
食
べ
た
」
「
う
ど
ん
を
分
け
る
時

は
、
５
人
兄
弟
の一
番
上
が
５
本
、
次
が
４
本
、

３
本
…
と
し
た
」
な
ど
、
再
現
料
理
の
写
真

を
見
せ
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、「
日
の
丸
弁
当
を
実
際
に
学
校
に
持

っ
て
行
っ
た
の
か
」「
戦
時
中
の
食
生
活
を
テ

ー
マ
に
し
た
お
話
は
貴
重
で
わ
か
り
や
す
か

っ
た
」
な
ど
の
質
問
や
感
想
が
次
々
と
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

家族・交流証言事業研修会
「被爆体験と戦時中の食生活について」
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原爆展のお知らせ
九州大学での原爆展
●写真・資料等展示
　日　　時：令和3年1月21日（木）～1月26日（火）10:00 ～15:00
　　　　　 ※ただし26日（火）は12:00まで
　会　　場：九州大学　伊都キャンパス
　　　　　  （日本ジョナサン・KS・チョイ文化館　中山ホール）

●被爆体験講話会　オンラインプログラム
　日　　時：令和3年1月23日（土）18:30 ～ 20:00
　内　　容：被爆体験講話、青少年ピースボランティアによる展示会紹介
　講 話 者：継承部会員　山脇佳朗氏　※英語での実施です
　視聴方法：九州大学、長崎県、当協会ウェブサイトでご紹介する予定です

【お問い合わせ先】長崎平和推進協会　☎095-844-9922

海外原爆展（オランダ）
日　　程：9月25日（金）～令和3年2月14日（日）
会　　場：日本博物館シーボルトハウス
　　　　  （オランダ・ライデン市） 
内　　容：広島・長崎原爆に関する
　　　　  写真パネルや被爆者証言映像等の展示

【お問い合わせ先】追悼平和祈念館　☎095-814-0055

県外原爆展　解説動画
県外原爆展で展示する写真パネルを、当協会の写真
資料調査部会長の松田斉氏が分かりやすく解説して
います。
視聴方法：YouTubeチャンネル「長崎平和推進協会」
　　　　　または協会ウェブサイトからご覧ください

【お問い合わせ先】長崎平和推進協会　☎095-844-9922

Peace Wing Nagasaki

会員の広場NO. 15
お便りをお寄せください！

平和推進協会では、会員の皆様よりお便
りを募集します。会報をご覧になっての
ご意見、ご感想、お便りなど、会員の皆
様の声をお寄せください。投稿いただい
た声は、広報委員会を経て、「会員の広場」
で会報「へいわ」に掲載させていただき
ます。投稿は300字以内でお願いします。
また、匿名の投稿はご遠慮ください。

E-mail：info@peace-wing-n.or.jp
〒852-8117長崎市平野町7-8
長崎平和推進協会「会員の広場」係

　
被
爆
70
年
は
広
島
で
む
か
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
時
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
広

島
訪
問
に
も
立
ち
会
い
ま
し
た
。
長
崎

で
の
勤
務
が
決
ま
っ
た
と
き
、
な
に
か

の
縁
を
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
被
爆
75
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
な
か
で
も
、
一

年
を
通
じ
て
被
爆
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ュ
ー
ス
や
番
組
を
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
核
兵
器
禁
止
条
約

が
発
効
す
る
こ
と
に
な
り
、
長
崎
の
声

を
伝
え
続
け
る
責
任
の
重
さ
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
場
で
取
材
に
あ
た
っ
て
い
る
の
は
、

戦
争
を
知
ら
な
い
若
者
た
ち
で
す
。
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
取
材
は
、
平
和
の
大
切

さ
へ
の
気
づ
き
を
得
る
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
取
材
し
て
き
た
こ

と
に
は
向
き
合
い
続
け
、
こ
れ
ま
で
語

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
は
光
を
あ

て
て
、
長
崎
か
ら
平
和
へ
の
願
い
を
伝

え
て
い
き
ま
す
。

N
H
K
長
崎
放
送
局
　
小
出
進

映画監督
川瀬　美香さん

　映画「長崎の郵便配達」
は、谷口稜曄さん（2017年
逝去）をモデルとして書かれ
た「ナガサキの郵便配達」
の著者のピーター・タウンゼ
ントさん（1995年逝去）の
娘、イザベルさんを中心とし
て制作されたドキュメンタリ
ー映画です。11月上旬、監
督を務めた川瀬美香さんが
長崎を訪れた際、当協会に
もお越しいただきました。
　映画は父・ピーターさんと
谷口さんの“国や立場の違
いを超えた友情”を、娘のイ
ザベルさんが現代に紐解く
物語となっています。
　2020年夏の公開を予定
していましたが、新型コロナ
ウイルス感染症感染拡大の
ため、延期となりました。現
在、2021年夏の公開に向
けて調整中とのことです。

来訪
者コーナー

（シーボルトハウス提供）

※新型コロナウィルス感染症の感染状況次第では、規模縮小または中止する場合があります。
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令
和
2
年
12
月
24
日
発
行

本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

へいわトピックスTOPICS！

（公財）長崎平和推進協会　　　〒852-8117 長崎市平野町7-8　☎095-844-9922　　095-844-9961

◎
山
脇
　
佳
朗
 

五
万
円

◎
北
城
　
祐
二
 

二
万
七
千
円

◎
天
野
　
得
子
 

一
万
円

◎
川
上
　
正
德
 

一
万
円

◎
白
鳥
　
純
子
 

一
万
円

◎
富
永
　
大
介
 

五
千
円

◎
匿
名（
二
件
） 

一
万
四
千
円

◎
維
持
会
員
 

1
、
０
3
2
名

◎
賛
助
会
員
 

１
５
9
名

◎
学
生
会
員
 

１
1
名

令
和
2
年
12
月
10
日
現
在

（
敬
称
略
）

会
員
数
報
告

寄
附
者
紹
介

社会福祉法人 長崎市社会福祉協議会から、当協会が表彰されました

会員特典が追加されました！

　10月14日、令和2年度長崎市社会福祉協議会表彰式において、
当協会が表彰され、横瀬昭幸理事長が馬場豊子会長より賞状を受
け取りました。この賞は、長年にわたる福祉活動・ボランティア
活動で福祉の増進に功績のあった個人・団体への謝意の表明、福
祉活動の普及・推進を目的としており、協会は「永年にわたり被
爆の体験や思いを受け継ぎ平和案内人を育成するなど次の世代へ
平和を継承する活動に尽力」したとして、選
ばれました。
　当協会は今後も核兵器廃絶と世界恒久平和
の実現を目指し、活動を続けていきます。

　当協会の「会員特典」に、新しい
サービスが追加されました。下記の
お店で会員証をご提示いただくと、優待サービスを
受けることができます。是非、ご利用ください。
●石窯工房AGRI（市役所前店、メルカ築町店）
　元船石窯パン製造所ベッカライナガサキ
　（長崎市元船町）
　→パン10％オフ
●長崎の感動する中華料理店 寳來軒
　（長崎市平野町 原爆資料館そば）
　→デザート類の割引サービス
【お問い合わせ先】
長崎平和推進協会　☎095-844-9922

新商品のご紹介
　オリジナル商
品として、シリ
コン製リストバンドを作成しました。平和を願
うメッセージを刻んでおり、本体色は青やピン
クなど 6 色があります。当協会ウェブサイトの
他、原爆資料館ミュージアムショップでも購入
できます。
　自分用やお土産に、是非どうぞ。
価　格：220 円（税込）　※会員価格 税込 198 円
サイズ：Mサイズ（幅 8mm×180mm）
　　　　L サイズ（幅 8mm×202mm）
【お問い合わせ先】
長崎平和推進協会　☎095-844-9922

　
賛
助
会
員（
団
体・法
人
）の一
覧
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
支
援・ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会
費
納
入
の
お
願
い

　
当
協
会
の
活
動
は
皆
さ
ま
の
会
費

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
ま
だ
会
費
を
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
な
い
方
は
、何
卒
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、先
に
お
送
り
し
て
い
る
払
込

票
に
よ
り
最
寄
り
の
郵
便
局
で
納
入

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
会
費
は
、源
泉

所
得
税
の
税
額
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。詳
し
く
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※11月末発売予定だった「長崎原爆遺跡・慰霊碑　長崎の巡り歩き（仮）」は、令和3年1月末に販売延期となりました

世界の核弾頭の数
ロシア 米　国 中　国 フランス 英　国 パキスタン インド イスラエル 北朝鮮 合計

2020年
6月1日 〜 6,370 〜 5,800 320 290 195 〜 160 〜 150 80〜 90 〜 35 〜 13,410

長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）提供　http://www.recna.nagaski-u.ac.jp/
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